
困ったときの知恵袋

【相談】

【回答】

慣れれば、ロールタップの使用方法は、難しくはありません。

でも、最初は手順を踏んで進めて行った方が早道と思いますよ。

今度、初めてロールタップを使用するのですが、どのような方法で使用を進めていけ

ば良いのか教えてください。また、下穴径の管理が大変と聞いていますが・・・・。

ロールタップの使用方法-1

経験を積めば自分の使用手順ができてくると思いますが、

ここでは、ロールタップの基本的使い方を紹介したいと思います。

被加工材の選定

ロールタップの暫定選定

加工めねじ精度と

タップ等級の適合化確認

下穴径は大きめにする

暫定選定ロールタップでの加工

①通り側ねじプラ

グゲージGPがNGの

場合、等級が大き

いタップで再加工

してみる。

③通り側・止り側ねじプラグゲージとも

「OK」の場合選定したタップの等級は

適当だと言えます。

②止り側ねじプラグ

ゲージNP（WP）

がNGの場合、等級が

小さいタップで再加

工してみる。

●まず、ロールタップ加工に適している被加工材であるのか確認

する必要があります。アルミなどの非鉄金属や軟鋼類は加工に

適していますが、鋳鉄材や硬い鋼材は加工に適しません。

●非鉄金属の加工には「N±RS」軟鋼類の加工には「N±RZ」

タップの長寿命化を望まれる場合は「HP±RZ」を提案します。

●通り穴加工には「食付き：４P」を止り穴加工には「食付き：

２P」を提案します。

●タップの等級は「標準等級」を選択することを提案します。

●最初のテスト加工を行う際は、総合カタログの「ねじ下穴径」

よりやや大きくすることを提案します。

※下穴が小さ過ぎると盛り上がり過多トラブルが発生する場合が

あります。

●暫定選定したロールタップで実際加工を行う。

①もし、通り側ねじプラグゲージ（GP-NG）の場

合は、被加工材の性質で、めねじ縮小が考えら

れるので、１ランク大きい等級のロールタップ

で、再度テスト加工してください。

②もし、止り側ねじプラグゲージ（NP-NG）の場

合は、タップ等級が１ランク小さいタップで再

度テスト加工してください。

※なお、タップ等級を小さくしてもNP-NGの場合

は、めねじのむしれ問題が考えられますので、

タップの種類の再検討が必要です。

【ロールタップの基本的な選定方法】

難しそうに書いてあるけど、順を追

って進めれば、タップの等級選定ま

ではできそうだな～。

でも、下穴径はどうするのかな？

下穴径の設定については、

№005-2に書いてあるよ。

№ 005-1

https://www.yamawa.com/Portals/0/resource/jp/tips/pdf/tips-005-2.pdf

